
ヒラマンと2,000人
に ん

の
わかいへいしたち
だい34しょう

アンモンのたみは，にどとせんそうをしないことを神
かみ

とやくそ

くしていました。アンモンのたみはニーファイ人
じん

の近
ちか

くにす

んで，ニーファイ人
じん

にまもってもらっていました。（アルマ53：

10－12）

アンモンのたみのわかいむすこたちはこのやくそくをしていなか

ったので，じゆうのためにたたかっているニーファイ人
じん

のぐんたい

をたすけたいと思
おも

いました。（アルマ53：16－17）

この2,000人
にん

のわかものたちは，国
くに

をまもるためにたたかうと

きめ，ヒラマンにしきかんになってくれるようにたのみました。

（アルマ53：18－19）

ヒラマンやニーファイ人
じん

のしどうしゃたちは，アンモンのたみに

神
かみ

とのやくそくをやぶらせたくありませんでした。（アルマ53：

14－15）

けれども，アンモンのたみのてきがニーファイ人
じん

をおそうのを見
み

ると，アンモンのたみはやくそくをやぶっても，ニーファイ人
じん

とい

っしょにたたかいたいと思
おも

いました。（アルマ53：13）
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このわかものたちは，ゆうかんで，強
つよ

く，たくましいばかりでな

く，正直
しょうじき

で，しんらいできる，神
かみ

のいましめをまもる青年
せいねん

でした。

（アルマ53：20－21）

ヒラマンは，この2,000人
にん

のわかいへいしをひきいて，せんじ

ょうに出
で

て行
い

きました。ヒラマンはへいしたちをむすことよび，へ

いしたちはヒラマンを父
ちち

とよびました。（アルマ53：22；56：

46）

ヒラマンのむすこたちは，まだいちどもたたかったことがありま

せんでしたが，おそれませんでした。お母
かあ

さんたちから，神
かみ

をしん

じるならば，神
かみ

がかならずたすけてくださると教
おし

えられていたから

です。（アルマ56：47）

ヒラマンのぐんは，レーマン人
じん

となんどもたたかいましたが，こ

のわかものたちは，ヒラマンのごうれいをぜんぶまもりました。

（アルマ57：19－21）

ヒラマンのぐんは，ゆうかんにたたかって，てきをおいかえしま

した。ヒラマンが見
み

ると，わかものたちは一人
ひ と り

のこらずけがをして

いましたが，しんだものは一人
ひ と り

もいませんでした。（アルマ57：

22，25）

これはきせきです。ヒラマンは，とてもよろこびました。わかも

のたちが，神
かみ

への強
つよ

いしんこうによってまもられたことを知
し

ったか

らです。（アルマ57：26－27）




